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小川克郎

1.目的

周辺部に比べ物理的情報の少ない八郎潟(旧水域)に

情報を与えることおよび新潟平野に引き続き堆積盆地

での空中磁気探査の適用について考察すること以上カミ

調査の主目的である.

ある.側線の磁気水準は空中でのコントロｰル(コン

トロｰルラインを用いる)によっても決めることができ

るが今回は両者を併用して決定した.この方法は手

続きが簡単でしかも精度がよい.

また航空機の位置を標定するための対地撮影は原

則として150mごとに行在い最終標定は約500mごとに

行なった.なお水域については比例配分を用いて標

定した.

第1表

磁力計

感度

設置場所

空中磁力計

V-4914プロトン磁力計

士O.5γ

航空機(ピラタスポｰタ^PC

-3型)

地上磯カ計

V-4938ルビジウム磁力計

士0.01r

秋岡大学構内

2.側線

調査の目的の1っとして測定高度と分解能との問題を

取りあげたので3000ftおよび1500ftの2つの高度で

測定を行なった.そのため調査面積をあるていど犠

牲にした.側線は3000ftの場合EW側線33本(1

km間隔)NS側線17本(1km間隔)および海岸線沿いに

コントロｰルライン2本を設けた.1500ftの場合EW

側線17本(1たm間隔)NS側線3本(4～5たm間隔)を設け

NS側線をコントロｰノレラインとした.

3.調査方法

使用した磁力計は第1表のとおりである.地上ステ

ｰション磁力計は飛行測定中の地球磁界の変化を記録し

側線の磁気水準(magnetic1eve1)を決めるためのもので

4.調査結果概要

3000ft1500ftの空中磁気図について

格子間隔1km

｡｡｡の鉛直｡次微分(募一音(…一町…↑･))半径万

･･の残差(H一剛お1び鉛直･次微分霊一音

(丁舳吻一～舳)を計算した.その一部を第1図～第

4図に示す.3000ftの磁気図(第1図)についていえ

ば調査全域にわたって異常カミ分布するがこれらは約

25個の独立異常に分離できる.おもなる異常を列記す

ると寒風山二田沖黒川油田一目市高岳森山

馬の松石倉山高城山払戸から五明光を経て北方へ

延ぴるものおよび八郎潟中央付近等である.これら

の異常のうち地質的に未知なのは八郎潟中央の大異
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第1図空中磁気図(3000フィｰト)
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第2図空中磁気図(1500フィｰト)�
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常である.その他は地質ボｰリング資料等から判断

して第三系～第四系の火山岩(五aVa丑0W)および西黒沢

階の層序中に含まれる火山岩に基づくものと推定され

る.このことは磁気図から計算した帯磁率からも裏付

けることができる.枝お通常鉛直2次微分のゼロ

コンタｰは異常岩体の平面形状を表わすものとされて

いる.図を見ても解るように2次微分図は原図より

も形状が直線的で構造をよく反映している.構造解

析作業においてこの図は重要放働きをする.

また磁気図を分解能の面から見ると3000ftより

∀
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第3図鉛直2次微分図(3,OOOフィｰトS≡亭k加)
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1500ftの方が優れている.その理由は1500ftは3000

ftに現われる大構造をもれ柱くひろいあげておりかつ

分解能も中庸を得ているからである.これは新潟の場

合にも当てはまる.しかしわが国の地形からして

1500ftで飛べる地域はきわめて限られおりその意味で

一応基準高度を3000ftとして観測面積をかせぎ一方平

野部では1000～1500ftを一部併用するのが好ましいと考

える.
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第5図キデル異常岩体図(3,000フィｰト)

2次微分図を参考としてAN1-6についてこのようなプリズムモデル

を仮定してみる

5.構造解析

構造解析は目下進行中であるが現在までの結果につ

いて紹介する.

八郎潟域では磁気異常の主たる因である火山岩体が

お互に接近し合っておりそれらによる異常は相互に

干渉し合っている･このことが解析を著しく困難にし

ている一通常の空中磁気迂遠解析法を適用しうる磁気
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第4図鉛直2次微分図(1,500フィｰトS≡2km)
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第6図八郎潟空中磁気A-B断面図

このようなモデル岩体を考えると実測値とモデル合成値かピッタリ

合う地質的にもそうおかしいモデルでは泣い�
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断面カミ見つからない.そこで解析の第一段階として

干渉し合った異常(重星異常)の個々の異常への分離を

こころみた.その方法としてはわれわれの計算した

この付近の磁気伏角(52.5｡)での種々の形状と方向を

もつ三次元角柱岩体(プリズムモデル)による全磁力分

布図を利用した.その一部を第6,7図に示す.第5

図に示す如く磁気図の断面A-BおよびC-Dについ

てモデルと観測値が一致するようにプリズムモデル

AN1～6を決めその岩体の帯磁率を計算した.その

結果帯磁率(K)は10-3～10'{em/㏄でありほぼ火山岩

体の値を示している.この結果から推測すると八郎

潟中央異常(AN2)は姐出火山岩類似の火山岩体と考

えてよいかもしれない.柱おこれらプリズムモデル

による構造は唯一解ではたいことっまり他の構造も考

えられることをいい添えておく.なお解析の詳細に

ついては作業が完了していないので省略する.

本調査の実施に際しご協力いただいた秋田大学鉱山地質学
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油㈱秋田鉱業所および資料の整理作業を手伝っていただい

た帝国石油㈱山田順一氏石油資源開発㈱佐野正春氏等関係

各位に感謝の意を表したい
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�第7図八郎潟空中磁気C～D断面図AN2とAN6の間はどうやってもモデルと実測値が合わないこの部分は他からの影響が大きいと考えら���
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第7図八郎潟空中磁気C～D断面図

AN2とAN6の間はどうやってもモデルと実測値が合わない

この部分は他からの影響が大きいと考えられる
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新潟県北蒲原平野における

電気探査一新発田一紫雲寺側線
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1.目的

北蒲原平野新発田･紫雲寺地域の電気構造断面図を作

成し深部地下構造を把握して構造性天然ガス鉱床探

鉱の一助とすることに主眼をおいて深部電気探査が実

施された.

本邦では電気探査は深部構造の把握に不向きであり

石油｡天然ガス鉱床探葦には適していないと考えられて

いた.フランス･ソ連等では以前から電気的方法に

よる物理探査が油距ガス田地域で用いられ幾多の成

功例カ溌表されている.地質調査所物理探査部は約10

年前から深部電気探査法の研究の名の下に電気探査

法の探査深度の増大にカを注いできた.とくに昭和37

年ソ連より電気探査装置を輸入し同時に本邦の複

雑祖地質その他の特殊条件に適合した探査技術の開発研

究を行たってきた.その結果原則的には2～4kmま

での深部構造探査が比抵抗法による電気探査によって

可能となった.このような深部電気探査技術の台頭は

それが単に石油｡ガス鉱床探査技術へ仲間入りし得るか

もしれたいという可能性を暗示したというにとどまらず

ある場合には反射法に先立ってあるいはそれといっ

しょにまたある場合には反射法を用いても成功し狂

いような地域でその代用として電気探査法カミ用いられ

得るという期待感を抱かせるまでに至った.

上述のよう狂事情を背景にしてしかも電車電流の

影響の比較的小さい地域が探査地域として選ばれた.

当時この地域内では海岸近くでも山寄り地区でも

先第三系基盤に達した坑井資料はなくわずかに羽越線

酒方で得られた古い資料があるぱかりであった.�


